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電
子
記
録
債
権
の�

適
格
担
保
化
を
決
定�

（
二
〇
一
三
年
十
月
四
日
）

▼
日
本
銀
行
は
、
貸
付
等
を
行
う
際
に
金

融
機
関
か
ら
受
け
入
れ
る
担
保
と
し
て
、

電
子
記
録
債
権
を
適
格
化
し
ま
す
。

▼
電
子
記
録
債
権
と
は
、
債
権
の
発
生
・

消
滅
や
帰
属
（
誰
が
債
権
者
か
）
が
電
子

フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
に
よ
り
定
ま
る
新
し

い
金
銭
債
権
で
す
。
手
形
と
異
な
り
紙
媒

体
の
管
理
が
不
要
な
ほ
か
、
売
掛
金
等
の

指
名
債
権
と
比
べ
債
権
の
存
在
や
帰
属
が

明
確
で
譲
渡
手
続
き
も
簡
便
と
い
っ
た
特

長
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
金

融
機
関
に
よ
る
割
引
や
Ａ
Ｂ
Ｌ
（
動
産
・

債
権
担
保
融
資
）
の
担
保
と
し
て
の
活
用

等
を
通
じ
、
中
小
企
業
を
含
む
事
業
者
の

資
金
調
達
円
滑
化
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
ロ
ー

ン
を
電
子
記
録
債
権
の
形
で
組
成
す
る
動

き
も
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
銀
行
協
会
を
母
体
と
す
る
記
録
機

関
「
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
」
の
営
業
開
始

（
二
〇
一
三
年
二
月
）
も
あ
り
、
そ
の
利

用
も
拡
大
し
て
い
ま
す
。

▼
日
本
銀
行
が
電
子
記
録
債
権
を
適
格
担

保
と
す
る
こ
と
で
、
そ
の
利
便
性
向
上
と

と
も
に
企
業
金
融
の
円
滑
化
に
も
資
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

国
際
収
支
関
連
統
計
の�

見
直
し

▼
財
務
省
・
日
本
銀
行
は
、
わ
が
国
の
国

際
収
支
統
計
や
本
邦
対
外
資
産
負
債
残
高

な
ど
の
国
際
収
支
関
連
統
計
に
つ
い
て
、

二
〇
一
四
年
一
月
の
取
引
計
上
分
か
ら
大

幅
な
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
統
計
見
直
し
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

は
、（
１
）
二
〇
〇
八
年
に
I
M
F
が
公

表
し
た
国
際
収
支
マ
ニ
ュ
ア
ル
第
六
版
へ

の
準
拠
、（
２
）
年
次
改
訂
制
度
の
導
入

で
す
。
わ
が
国
の
現
行
の
国
際
収
支
関
連

統
計
は
国
際
収
支
マ
ニ
ュ
ア
ル
第
五
版
に

準
拠
し
て
い
ま
し
た
が
、
見
直
し
後
は
最

新
の
国
際
基
準
に
即
し
た
も
の
と
な
り
ま

す
。
最
新
基
準
へ
の
準
拠
に
よ
っ
て
、
金

融
関
連
項
目
が
拡
充
さ
れ
、
国
民
経
済
計

算
と
の
整
合
性
が
強
化
さ
れ
る
と
と
も

に
、
経
済
・
金
融
活
動
を
的
確
に
把
握
す

る
た
め
に
、
計
上
基
準
や
集
計
方
法
な
ど

も
変
更
さ
れ
ま
す
。
加
え
て
、
年
次
改
訂

制
度
の
導
入
に
よ
り
、
改
訂
頻
度
が
向
上

し
、改
訂
の
対
象
統
計
も
拡
充
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
公
表
計
数

の
正
確
性
と
時
系
列
計
数
の
一
貫
性
が
高

ま
る
な
ど
、
統
計
利
用
者
に
と
っ
て
の
有

用
性
が
一
段
と
向
上
し
ま
す
。

　

今
回
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
財
務
省
・

日
本
銀
行
は
、
報
告
者
負
担
等
に
配
慮
し

つ
つ
、
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
国
際

収
支
関
連
統
計
の
基
礎
デ
ー
タ
で
あ
る
報

告
書
様
式
等
を
規
定
す
る
「
外
国
為
替
の

取
引
等
の
報
告
に
関
す
る
省
令
」
の
一
部

改
正
は
二
〇
一
一
年
十
二
月
に
公
布
し

て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
銀
行
H
P
で
は
、

移
行
後
の
報
告
内
容
に
つ
い
て
、
報
告
書

様
式
お
よ
び
提
出
要
領
等
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
見
直
し
後
の
国
際
収
支
関
連

統
計
の
利
用
状
況
や
報
告
者
の
報
告
負
担

等
に
適
切
に
配
慮
し
つ
つ
、
利
用
価
値
の

高
い
統
計
を
作
成
・
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
サ
イ
ト
を
追
加

▼
日
本
銀
行
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

よ
る
H
P
閲
覧
者
の
利
便
性
向
上
を
目

的
に
、
一
部
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
サ
イ
ト

を
追
加
し
ま
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
に
シ
ン
プ
ル
な

画
面
を
用
意
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

日
本
銀
行
の
新
し
い
広
報
ビ
デ
オ

「
く
ら
し
と
つ
な
が
る
日
本
銀
行
」

を
リ
リ
ー
ス

▼
こ
の
た
び
、
日
本
銀
行
で
は
、
日
本
銀

行
の
役
割
や
業
務
を
紹
介
す
る
広
報
ビ
デ

オ「
く
ら
し
と
つ
な
が
る
日
本
銀
行
」（
約

一
八
分
）
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
「
く

ら
し
と
つ
な
が
る
日
本
銀
行
」
は
、
高
校

生
以
上
の
方
を
対
象
に
、
お
金
を
安
心
し

て
使
え
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
そ
の
た
め

に
日
本
銀
行
が
ど
の
よ
う
な
政
策
・
業
務

を
行
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
解
説
し
た
ビ

デ
オ
で
す
。「
お
札
博
士
」
が
、
日
々
の

く
ら
し
と
日
本
銀
行
と
の
接
点
が
実
感
で

き
る
よ
う
に
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

す
。
構
成
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

※
詳
細
は
日
本
銀
行
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 http://w
w

w
.boj.or.jp/research/brp/

ron_2013/ron131008a.htm
/
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●
安
心
し
て
お
金
を
使
え
る
よ
う
に
①

　

　き
れ
い
な
お
札
の
供
給

　

お
札
が
き
れ
い
な
状
態
に
保
た
れ
て
い

る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
解
説
し
た
上

で
、
お
札
の
偽
造
防
止
の
た
め
の
工
夫
や

日
本
銀
行
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

●
安
心
し
て
お
金
を
使
え
る
よ
う
に
②

　

　お
金
の
価
値
の
安
定　

　

お
金
の
価
値
の
安
定
（「
物
価
の
安
定
」）

の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
身
近
な
例
を
用
い

て
解
説
し
、「
物
価
の
安
定
」
を
図
る
た

め
に
日
本
銀
行
が
行
っ
て
い
る
金
融
政
策

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

●
安
心
し
て
お
金
を
使
え
る
よ
う
に
③

　

　金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定

　

銀
行
振
込
み
な
ど
私
た
ち
が
日
ご
ろ

行
っ
て
い
る
お
金
の
や
り
取
り
が
確
実
・

円
滑
に
行
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
金
融
シ

ス
テ
ム
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
の
大
切
さ

と
日
本
銀
行
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。

●
総
裁
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

日
本
銀
行
総
裁 

黒く
ろ

田だ

東は
る

彦ひ
こ

か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。　

▼
「
く
ら
し
と
つ
な
が
る
日
本
銀
行
」
は
、

日
本
銀
行
の
Ｈ
Ｐ
上
で
全
編
視
聴
で
き

ま
す
ほ
か
、Y

ouTube

の
公
式
チ
ャ
ン

ネ
ル
（http://w

w
w

.youtube.com
/

user/B
O

Jchannel

）
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。ま
た
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
の
貸
出
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
貸
出
を

ご
希
望
の
方
は
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
、
中
学
生

向
け
の
教
育
用
広
報
ビ
デ
オ
「
お
札
と
探

検
！
日
本
銀
行
」（
約
二
一
分
）
な
ど
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

■ 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
ま
た
は
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
貸
出

に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局

　

〇
三
―
三
二
七
七
―
二
八
一
五
（
直
通
）

「
に
ち
ぎ
ん
体
験
二
〇
一
三
」
の

開
催

▼
日
本
銀
行
本
店
で
は
、
十
月
二
十
八
日

（
月
）
～
十
一
月
四
日
（
月
）（
除
く
十
一

月
二
日
〈
土
〉）
の
期
間
に
、「
に
ち
ぎ
ん

体
験
二
〇
一
三
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
企
画
展
、
市
民
講
座
、

本
店
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
多
く
の

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

同
期
間
中
、
貨
幣
博
物
館
の
臨
時
開
館
な

ど
も
行
い
ま
し
た
。

▼
企
画
展
「
お
札
の
ヒ
ミ
ツ
大
公
開
」
で

は
、
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
を
使
い
、
お
札
の

歴
史
や
、
お
札
に
施
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
な
ど
を
紹
介
し
、
お
金
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
日
本
銀
行
が
行
っ
て
い
る
業
務
に
つ

い
て
も
、
パ
ネ
ル
展
示
や
体
験
コ
ー
ナ
ー

で
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

▼
平
日（
十
月
二
十
八
日
～
十
一
月
一
日
）

に
開
催
し
た
「
夜
間
市
民
講
座
」
で
は
、

お
金
の
歴
史
や
電
子
マ
ネ
ー
等
お
金
を
め

ぐ
る
話
題
や
、
日
銀
本
店
本
館
の
歴
史
な

ど
を
、
日
銀
職
員
が
、
写
真
や
図
な
ど
を

使
っ
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

講
座
修
了
後
、
旧
地
下
金
庫
な
ど
の
見
学

も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
十
一
月
三
日
・
四
日
に
は
、「
休
日
本

店
見
学
ツ
ア
ー
」
と
し
て
、
通
常
平
日
の

み
に
実
施
し
て
い
る
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催

し
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
日
本
銀
行
本
店
の
建
物
内
部
を
ご
案
内

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
銀
行
の
機
能
と
業
務
や
、

本
店
本
館
の
歴
史
に
つ
い
て
日
銀
職
員
が

解
説
す
る
「
休
日
市
民
講
座
」
も
開
催
し

ま
し
た
。

▼
日
本
銀
行
で
は
、
今
後
も
皆
さ
ま
に
楽

し
く
学
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
催
事
を

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、日
本
銀
行
本
店
見
学
ツ
ア
ー
は
、

平
日
で
あ
れ
ば
事
前
の
お
申
込
み
に
よ
り

随
時
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

企画展の体験コーナーでは、お札に印刷されたマイク
ロ文字（偽造防止技術の一つ）を拡大鏡を使って確認

※ 

詳
細
は
、日
本
銀
行
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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日
本
銀
行
旧
小
樽
支
店�

金
融
資
料
館
来
館
者
数
が�

百
万
人
を
突
破
！

　

開
館
十
周
年
を
迎
え
た
日
本
銀
行
旧
小

樽
支
店
金
融
資
料
館
で
は
、
平
成
二
十
五

年
十
月
九
日
、
百
万
人
目
の
お
客
様
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。

　

百
万
人
目
の
お
客
様
は
、
社
員
旅
行
で

北
海
道
に
来
ら
れ
た
千
葉
県
の
男
性
お
二

人
。
認
定
証
と
記
念
品
を
贈
呈
し
た
と
こ

ろ
、
大
変
驚
い
た
様
子
で
、「
何
気
な
く

立
ち
寄
っ
た
ら
、
百
万
人
目
に
該
当
し
誠

に
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。
と
に
か
く
光
栄

で
す
」
と
感
想
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
館
十
周
年
と
来
館
者
数

百
万
人
達
成

を
記
念
し
、
同

十
二
日
に
は

「
来
館
者
数

百
万
人
達
成
記

念
イ
ベ
ン
ト
」

を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、

資
料
館
が
開
館

し
た
年
に
生
ま

れ
た
地
元
の
小
学
四
年
生
（
十
歳
）
四
四

名
を
招
待
し
、
中
松
義
治
小
樽
市
長
、

日
本
銀
行
曽
我
野
秀
彦
札
幌
支
店
長
と

共
に
「
く
す
玉
割
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

中
松
市
長
か
ら
は
お
祝
い
の
言
葉
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
日
本
銀
行
黒
田
東

彦
総
裁
や
、
小
樽
支
店
最
後
の
支
店
長
・

成
川
良
輔
様
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

当
資
料
館
ロ
ビ
ー
に
は
、
札
幌
支
店
職

員
か
ら
の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ
わ

せ
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
心
が
け
て
参
り
ま
す
の
で
、
多
く
の

方
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
通
常
開
館
の
時
間
〉

【
開 

館
時
間
】
九
時
三
十
分
～
十
七
時（
入

館
は
十
六
時
三
十
分
ま
で
）

【
休 

館
日
】
月
曜
日
（
た
だ
し
月
曜
日
が

祝
日
・
振
替
休
日
の
と
き
は
、
そ
の
翌

日
以
降
の
最
初
の
平
日
）、
年
末
年
始

（
十
二
月
三
十
一
日
～
一
月
五
日
）、
こ

の
ほ
か
、
設
備
点
検
等
の
た
め
臨
時
休

館
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
入
館
料
】
無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
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＊本誌の用紙は、環境・社会・経済のすべての側面に配
慮した厳しい基準に従って適切に管理された森林からの
木材を原料としていることを示す、FSC 認証紙を使用し
ています。

■「ゆとりをもって運転を」。この交通安全標
語が、実は渋滞回避の標語でもあった。西成教
授のお話は、そんなことも気付かせてくれます。
常識に囚われ、目先の結果だけを追い求めて暮
らしがちな我々。心の「ゆとり」を持てばいろ
いろ新しい「発見」ができそうです。
　「夜逃げの町」とも言われた宮崎県綾町。有
機農業、アンテナショップ、酒造り、大吊橋…。
この 50 年の地域興しの取り組みは、生産、加工、
販売だけでなく、人集めも含めた、6 次産業化
そのもの。今でこそ当たり前ですが、このビジ
ョンを 50 年前から描き始め、時代、世代が変
わっても、軸をぶらすことなく貫いてきた地域
の底力、DNA には驚嘆します。
　「意志は固く、頭は柔らかく」。二つの話から、
こんな言葉が浮かびます。
　今回は、黒田総裁の特別インタビューを掲載
しました。総裁就任後半年たっての感想や、日
常生活など率直に語っています。ぜひご覧下さ
い。 （丹治）

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧
小樽支店金融資料館等でお配りしています。個人の方の
定期購読、郵送はお取り扱いしておりませんのでご了承く
ださい。なお、既刊号全文を PDF ファイル形式で日本銀行
ホームページ上に掲載していますのでご利用ください。（http://
www.boj.or.jp/announcements/koho_nichigin/index.
htm/）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を
反映しているものではありません。日本銀行の政策・業務運
営に関する公式見解等については、日本銀行ホームペー
ジ（http://www.boj.or.jp/）をご覧ください。

編 集 後 記

「認定証」と「記念品」を手に記念撮影

開館した年に生まれた地元小学生を招待し、お
祝いにかけつけた小樽市長、札幌支店長と「く
す玉割り」などのイベントを実施


